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トラヒック・データ量の増加

消費電力量の増加

2010 2015 20202006 2025

出典：経済産業省「グリーンITイニシアティブ」(2007.12)

インターネット内の情報流通量の推計
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出典：IDC White Paper, sponsored by Seagate, Data Age 2025: 
The Digitization of the World from Edge to Core, November 2018

データ量の増加

出典：経済産業省「グリーンITイニシアティブ」(2007.12)

IT機器消費電力量(国内)の推計
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伝送媒体

伝送装置

情報処理基盤

光電融合素子

光ファイバケーブル

光(波長)スルー

※1 フォトニクス技術適用部分の電力効率の目標値 ※2 光ファイバー1本あたりの通信容量の目標値 ※3 同一県内で圧縮処理が不要となる映像
トラヒックでの遅延の目標値

波長（光信号）

光 光 光

1000

光ファイバ

独立

波長

[Tbps/ファイバ]

光/光

A
B

C
D

・波長単位で伝送
・待ち合わせ処理不要
・データの圧縮不要

波長A

処理遅延なし

波長B

大容量動画(非圧縮)

音声

低消費電力 大容量・高品質 低遅延

電力効率100倍※1 伝送容量125倍※2
エンドエンド遅延

1/200倍※3

IOWN: Innovative Optical and Wireless Network

限界打破のイノベーション



Copyright 2024 NTT CORPORATION 4

論理の転換

IOWN5G

Internet
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800mAh 5,000mAh

(質の時代) (数の時代)

電話可能
時間

同時動作
アプリ数

GX：社会のマインド変革

消費電力

消費者
ニーズ

グリーン
イノベーション
（IOWN）

(価値の時代)

１桁mAh？

環境重視の
利用
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GX：エネルギー供給/需要の変革

6Copyright 2024 NTT CORPORATION

エネルギーの地産地消

IOWN APN
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光のポテンシャル

出典：NEDO 光エレクトロニクスシンポジウム資料（2015.6.16)
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2032年度-2028年度-2025年度-2022年度-

ボード接続 チップ間接続 チップ内光化
データセンタ間

接続

Optical engine

論理の転換を促す投資：光電融合デバイス

PEC-1 PEC-2 PEC-3 PEC-4
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カーボンニュートラル実現に向けて
IOWN導入により電力消費量を削減し、温室効果ガスを45%削減

2030 2040

IOWN

2013

省エネ

2020

400万トン

465万トン

再生可能
エネルギー

[年度]

成り行き

▲80％

95万トン

モバイル、データセンター
カーボンニュートラル

温室効果ガス
排出量

オフセット

NTTグループ
カーボンニュートラル

▲45％
再エネ
導入等

[万トン]

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
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▲10％

▲55％
電力消費量

削減

インターナルカーボン
プライシング制度の導入

2022

(860万トン)

          253万ﾄﾝ

          ▲46%削減

2022
年度実績

2013
年度比


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4: 論理の転換
	スライド 5: GX：社会のマインド変革
	スライド 6: GX：エネルギー供給/需要の変革
	スライド 7: 光のポテンシャル
	スライド 8
	スライド 9: カーボンニュートラル実現に向けて

